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周
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記
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
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十
一
月
十
一
、
十
二
日
の
両
日
、
札
幌
市
立
中
央
中
学
校
、
ラ
イ
フ
ォ

ー
ト
札
幌
に
て
約
二
三
六
名
の
参
加
が
あ
り
、
公
開
授
業
、
活
発
な
討

議
が
行
わ
れ
た
。 
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二
月
十
八
日
（
土
）、
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
を
会
場
に
、
北
海
道
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
研
究
委
員
会
創
立
十
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
、
百
名
を
超
え
る
方
々
が
集
い
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

北海道教育委員会  
    学校教育局次長 

   菅沼 肇 様 

 

冒
頭
、
吉
呑
正
美
委
員
長
よ
り
、
次

の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

委
員
長
挨
拶 

要
旨 

 

本
研
究
委
員
会
が
創
立
十
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄

に
思
う
。
平
成
十
四
年
二
月
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
教
育
の
推
進
を
目
的
に
活
動

が
始
ま
っ
た
。
十
年
間
を
振
り
返
る
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
系
統
的
な
研

究
と
授
業
実
践
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
関

連
施
設
の
視
察
研
修
、
研
究
大
会
の
開

催
、
情
報
発
信
、
組
織
並
び
に
会
員
の 

 
 

拡
大
等
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
き
た
。 

研
究
部
会
・
開
発
部
会
・
広
報
部
会

で
は
、
年
間
計
画
に
沿
っ
て
業
務
を
分

担
し
、
部
会
や
運
営
委
員
会
で
検
討
を

重
ね
て
き
た
。
ま
た
、
道
南
支
部
・
道

東
支
部
・
旭
川
支
部
を
結
成
し
全
道
規

模
の
組
織
体
制
も
確
立
し
た
。 

平
成
十
八
年
十
一
月
に
第
一
回
研

究
大
会
が
札
幌
市
立
西
岡
北
小
学
校

で
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
年

度
に
は
第
二
回
研
究
大
会
が
、
函
館
市

立
駒
場
小
学
校
、
平
成
二
十
一
年
度
に

は
札
幌
市
立
篠
路
小
学
校
で
第
三
回

研
究
大
会
を
開
催
し
た
。
平
成
二
十
三

年
十
一
月
に
は
創
立
十
周
年
を
記
念

す
る
第
四
回
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
教
育
研
究
大
会
札
幌
大
会
を
札
幌

市
立
中
央
中
学
校
で
開
催
し
た
。
小
学

校
三
授
業
、
中
学
校
四
授
業
、
高
等
学

校
一
授
業
を
公
開
し
全
道
よ
り
二
百

五
十
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
っ
た
。 

現
在
、
約
三
百
名
の
会
員
が
所
属

し
、 

し
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
環
境
に
つ
い
て
教
科
、
校
種
の
枠
を

超
え
た
熱
心
な
研
究
が
行
わ
れ
、
全
国

で
も
類
を
見
な
い
研
究
団
体
に
成
長
で

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。 

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
我
が
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
環
境
問
題
の
認
識

や
状
況
を
一
変
さ
せ
る
出
来
事
で
あ
っ

た
。
本
研
究
委
員
会
で
は
こ
の
よ
う
な

状
況
を
正
し
く
判
断
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
に
立
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教

育
の
目
標
を
明
確
に
し
、
変
化
に
対
応

で
き
る
適
切
な
研
究
と
実
践
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。 

本
研
究
委
員
会
が
今
後
目
指
す
こ
と

は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
21
世

紀
を
生
き
抜
く
確
か
な
力
を
身
に
付
け

さ
せ
る
こ
と
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
向
け
て
子
ど
も
た
ち
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
、
環
境
問
題
を
自
分
ご
と
と
し

て
と
ら
え
、
解
決
の
た
め
に
自
ら
の
意

思
で
決
定
し
、
行
動
で
き
る
人
間
へ
と

育
む
こ
と
で
あ
る
。 

本
研
究
委
員
会
は
、
さ
ら
な
る
飛
躍

を
期
す
た
め
に
十
年
間
の
成
果
と
実
績

を
礎
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
に
つ

い
て
熱
い
議
論
が
で
き
る
機
会
を
設
定

し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
考
え
や
思

い
を
交
流
す
る
授
業
の
構
築
と
実
践
の

機
会
を
保
証
す
る
た
め
の
環
境
整
備
の

充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

皆
様
に
は
今
後
と
も
本
会
へ
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

委
員
長
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
の
紹
介

が
あ
り
、
続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て

左
記
の
三
名
の
方
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

・
北
海
道
教
育
委
員
会 

 

北
海
道
教
育
庁 

学
校
教
育
局
次
長 

 
 

 
 
 
 
 
 

菅
沼 

 

肇 

様 

・
札
幌
市
教
育
委
員
会 

 

学
校
教
育
部 

学
校
教
育
部
長 

 
 

 
 
 
 
 
 

金
山 

正
彦 

様 

・
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育 

 

研
究
委
員
会 

初
代
委
員
長 

 
 

 
 
 
 
 
 

作
原 

逸
郎 

様 

 

こ
の
後
、「
創
立
十
周
年
の
軌
跡
」
と

題
し
て
、
創
立
か
ら
の
歴
史
を
ス
ラ
イ

ド
で
振
り
返
り
ま
し
た
。
優
し
い
オ
ル

ゴ
ー
ル
の
音
色
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
バ
ッ
ク
に

数
々
の
懐
か
し
い
貴
重
な
写
真
が
映
し

出
さ
れ
、
本
会
の
研
究
実
践
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
た
事
と
思
い
ま
す
。 

 

休
憩
を
は
さ
み
、
「
こ
れ
か
ら
の
十

年
を
展
望
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
創
立

十
周
年
記
念
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

パ
ネ
リ
ス
ト 

 

・
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局 

 
 

視
学
官 

 
 
 
 
 
 
 

日
置 

光
久 

様 

 

・
北
海
道
エ
ナ
ジ
ー
ト
ー
ク
21 

 
 
 
 

前
常
務
理
事 

 
 
 
 
 
 
 

高
柳 

和
明 

様 

 

・
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育 

研
究
委
員
会 

第
三
代
委
員
長 

 
 
 
 
 

鳥
居 

正
年 

様 

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

 

・
北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育 

研
究
委
員
会 

幹
事
長 

 
 
 
 
 

稲
童
丸 

裕 

北海道エネルギー 
   環境教育研究委員会 

  委員長 吉呑 正美 

創立 10周年の軌跡 

（スライド上映） 

広報部作成 
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創
立
十
周
年
記
念
祝
賀
会 

  

祝
賀
会
で
は
、
吉
呑
委
員
長
挨
拶
の

後
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
、
文
部
科
学

省
初
等
中
等
教
育
局 

視
学
官
日
置

光
久
様
、
元
札
幌
市
教
育
委
員
会
教

育
次
長 

本
間
英
昭
様
よ
り
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

 

そ
の
後
、
本
研
究
委
員
会
発
足
に
多

大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
原 

一

夫
様
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
和
や
か
に
祝

宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

宴
の
中
で
は
、
創
立
当
時
の
様
子
や

思
い
出
話
を
初
代
委
員
長
作
原
逸
郎

様
、
第
二
代
委
員
長
遠
藤
紘
之
助
様
、

元
調
査
部
会
長
日
野
宣
洋
様
よ
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
会
場
の
あ

ち
こ
ち
で
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
大

変
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。 

会
の
最
後
に
本
研
究
委
員
会
大
学
代

表
の
杉
山
憲
一
郎
様
よ
り
「
こ
れ
か
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
を
ど
う
進
め

る
か
が
重
要
で
あ
り
、
本
研
究
委
員
会

に
期
待
し
た
い
」
と
い
う
エ
ー
ル
を
い
た

だ
き
、
祝
賀
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。 

         

 

昨
年
十
二
月
四
日
（
日
）
ホ
テ
ル
ラ
イ

フ
ォ
ー
ト
札
幌
に
お
い
て
勉
強
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
北
海
道
大
学
工
学
部
大

学
院
特
任
教
授
杉
山
憲
一
郎
様
よ
り

右
記
の
演
題
に
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
研
究
委
員
会
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
示
唆
に
富
ん
だ
お
話
を

お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
本
研
究
委
員
会
研
究
部
髙

橋
伸
充
（
平
岸
中
）
よ
り
創
立
十
周
年

記
念
研
究
大
会
札
幌
大
会
の
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
今
後
の
本
研
究
委
員
会
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
の
在
り
方
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
、
研
究

大
会
の
授
業
や
仮
説
の
具
現
化
な
ど

の
視
点
で
見
つ
め
て
思
う
こ
と
の
重
要

性
に
つ
い
て
具
体
的
に
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。 

 
    

日
時 

五
月
一
九
日
㈯ 

 

十
三
時
～ 

場
所 

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌 

  

新
年
度
の
総
会
日
程
は
、
右
記
の
通

り
で
す
。
総
会
後
に
は
、
講
演
会
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
本
研
究
委
員
会
の
十
年
を
振
り

返
る
、
「
創
立
十
周
年
記
念
誌
」
が
広

報
部
会
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
、
当
日

ま
で
に
完
成
し
皆
様
へ
配
布
す
る
予
定

で
す
の
で
、
是
非
と
も
大
勢
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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勉
強
会
開
催 

演
題
「
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー 

環
境
教
育
に
つ
い
て｣ 

 

～
放
射
線
教
育
に
つ
い
て
～ 

 

 
稲
童
丸
幹
事
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
務
め
、「
こ
れ
か
ら
の
十
年
を
展
望

す
る
」
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

初
め
に
北
海
道
エ
ナ
ジ
ー
ト
ー
ク
21

前
常
務
理
事
高
柳
和
明
様
よ
り
、 

本

研
究
委
員
会
の
活
動
趣
旨
は
、
原
子
力

推
進
で
は
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
に
つ

い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
公
平
に
考
え
る

推
進
役
と
な
る
た
め
に
発
足
し
た
と
い

う
経
緯
や
そ
の
時
の
苦
労
、
各
教
育
委

員
会
の
ご
支
援
等
に
つ
い
て
話
が
あ
り

ま
し
た
。 

次
に
、
第
三
代
委
員
長
鳥
居
正
年
様

よ
り
、
第
一
回
研
究
大
会
ま
で
の
苦
労

や
函
館
の
研
究
大
会
の
思
い
出
、
組
織

拡
大
の
経
過
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
続

い
て
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

視
学
官
日
置
光
久
様
よ
り
、
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

日
置
様
か
ら
は
幼
稚
園
か
ら
の
新
学

習
指
導
要
領
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

教
育
に
関
す
る
記
述
の
解
説
を
冒
頭
に

い
た
だ
き
、
保
護
か
ら
保
全
へ
と
発
想 

 

の
転
換
を
は
か
っ
て
い
く
必
要
性
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
柱
と
し
た
内
容
構
成
の
把

握
に
つ
い
て
も
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
理
科
の
内
容
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
つ

い
て
、
小
学
校
で
は
電
気
に
つ
い
て
三
年

生
か
ら
六
年
生
ま
で
毎
年
学
習
す
る
構

成
内
容
を
重
点
化
し
て
い
る
こ
と
や
中

学
校
三
年
生
で
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
た
意
図
に
つ
い

て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
お
話
の
後
、
フ
ロ

ア
ー
か
ら
も
「
エ
コ
を
ど
の
よ
う
に
組
み

入
れ
た
ら
よ
い
か
」「
放
射
線
教
育
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
と
よ
い
か
」
等
の
質
問

が
多
数
出
さ
れ
、
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
質

問
に
対
し
的
確
な
お
話
を
い
た
だ
き
、
予

定
時
間
を
超
過
す
る
白
熱
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
稲
童

丸
幹
事
長
よ
り
本
研
究
委
員
会
は
こ
れ

か
ら
も
最
新
の
情
報
を
も
と
に
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
」
を
切
り
口
に
、
新
し
い
教
材

を
開
発
し
、
子
ど
も
た
ち
の
思
考
力
を
高

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

ま
と
め
で
終
了
し
ま
し
た
。 

文部科学省 
初等中等教育局 視学官 

   日置 光久様 

創立 10周年記念 
パネルディスカッション 

祝賀会 
祝杯 原 一夫 様 

  
 入

会
無
料
で
す
。
会
員
登
録
を
ご
希

望
の
方
は
、
左
記
の
連
絡
先
ま
で
電

話
・
メ
ー
ル
で
随
時
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

 


